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3月号 １

な
さ
ん
が
役
場
に
電
話
を

し
た
と
き
、
目
的
の
課
に

電
話
を
つ
な
ぐ
間
に
、
保
留
音
と

し
て
あ
る
曲
が
流
れ
ま
す
。
そ
の

曲
が
、
町
が
指
定
し
て
い
る
町
歌

「
ニ
セ
コ
町
の
う
た
」
で
す
。

明
治
34
年
、
真
狩
村
か
ら
の
分

村
に
よ
り
狩
太
村
と
し
て
産
声
を

上
げ
た
ニ
セ
コ
町
は
、
昭
和
25
年

に
村
か
ら
町
へ
変
わ
り
、
昭
和
39

年
に
は
「
狩
太
」
か
ら
「
ニ
セ
コ
」

へ
と
町
名
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
変
化
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で

定
め
ら
れ
て
い
た
「
狩
太
村
歌
」

は
時
代
に
合
わ
な
い
と
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
47
年
の
町

民
憲
章
の
草
案
づ
く
り
に
併
せ
て
、

憲
章
制
定
審
議
会
が
新
し
い
町
歌

制
定
の
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

町
歌
の
歌
詞
は
一
般
か
ら
公
募

さ
れ
、
応
募
の
あ
っ
た
65
点
の
作

品
の
中
か
ら
優
秀
作
４
点
を
選
出
。

そ
の
後
、
札
幌
市
の
音
楽
専
門
会

社
に
最
終
選
考
を
依
頼
し
、
そ
の

結
果
採
用
さ
れ
た
作
品
に
曲
が
付

け
ら
れ
て
、
新
し
い
町
歌
「
ニ
セ

コ
町
の
う
た
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

そ
し
て
新
し
い
町
歌
は
、
昭
和
48

年
11
月
３
日
の
文
化
の
日
に
「
ニ

セ
コ
町
民
憲
章
」
の
発
表
と
併
せ

て
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
ニ
セ
コ
町
へ
の
思
い

が
込
め
ら
れ
た
そ
の
歌
詞
に
は
、

１
・
２
番
に
こ
の
町
を
切
り
開
い

た
歴
史
や
先
人
へ
の
尊
敬
の
気
持

ち
が
、
３
番
に
は
、
変
わ
ら
ぬ
町

の
魅
力
と
明
る
い
未
来
へ
の
希
望

が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
の
「
ニ
セ
コ
町
の
う

た
」
は
、
町
内
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル

ー
プ
「
ニ
セ
コ
コ
ー
ル
ブ
ー
ケ
」

の
合
唱
曲
と
し
て
、
毎
年
10
月
末

に
開
催
し
て
い
る
文
化
ま
つ
り
で

披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

歌の町『ニセコ』歌の町『ニセコ』歌の町『ニセコ』歌の町『ニセコ』歌の町『ニセコ』歌の町『ニセコ』歌の町『ニセコ』歌の町『ニセコ』歌の町『ニセコ』歌の町『ニセコ』歌の町『ニセコ』歌の町『ニセコ』歌の町『ニセコ』歌の町『ニセコ』歌の町『ニセコ』歌の町『ニセコ』歌の町『ニセコ』

狩
太
村
と
し
て
始
ま
っ
て
か
ら
１
０
９
年
の
長
い
歴
史
を
持
つ
ニ
セ

コ
町
。
そ
の
歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
た
中
で
、
こ
の
町
で
は
『
歌
の
町

ニ
セ
コ
』
と
呼
ば
れ
て
も
よ
い
ほ
ど
、
こ
の
地
域
の
魅
力
や
様
子
、
歴

史
を
伝
え
る
歌
が
数
多
く
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
歌
を

耳
に
す
る
機
会
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
そ
の
歌
詞
に
目

を
向
け
る
と
、
日
ご
ろ
私
た
ち
が
見
落
と
し
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
『
こ

の
町
の
価
値
』
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
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『ニセコ町のうた』 作詞　森　菊蔵　作曲　狛林　正一

仰ぐはニセコアンヌプリ　イワオヌプリの山峡
やまあい

に

高山の花咲きかおる　自然のなかに父母が

拓
ひら

きし町よ　ふるさとよ　ニセコよニセコよ　ああニセコ

羊蹄のぞむ　後志の　歴史とともに伸びしまち

遥に遠いむかしより　平和を愛す　熱き血に

風雪堪
た

えし　ふるさとよ　ニセコよニセコよ　ああニセコ

白雪映える　高原に　たつはスキーの雪けむり

呼ぶはニセコの　湯のけむり　ゆたかな町を　育くみて

明日をめざす　ふるさとよ　ニセコよニセコよ　ああニセコ

町
の
歴
史
と
変
わ
ら

ぬ
魅
力
を
歌
う
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ニ

セ
コ
町
の
う
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」
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年
８
月
に
町
内
各
所
で

開
催
さ
れ
る
盆
踊
り
大

会
。
各
会
場
で
は
、
全
道
の
盆

踊
り
会
場
で
踊
ら
れ
る
「
北
海

盆
唄
」
や
「
子
供
盆
踊
り
唄
」

と
と
も
に
、
も
う
一
つ
町
民
の

み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る

歌
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
ニ

セ
コ
観
光
音
頭（
旧
曲
名：

観
光

狩
太
小
唄
）」
で
す
。

昭
和
20
年
代
、
戦
後
の
経
済

復
興
と
平
和
の
復
活
と
と
も
に

全
国
的
に
観
光
が
注
目
さ
れ
始

め
、
新
し
い
時
代
の
楽
し
み
方

の
一
つ
と
し
て
『
レ
ジ
ャ
ー
』

と
い
う
言
葉
が
一
般
の
生
活
の

中
に
も
浸
透
し
ま
し
た
。

そ
の
波
が
羊
蹄
・
ニ
セ
コ
一

帯
に
も
広
ま
っ
て
き
た
と
き
に
、

当
時
の
狩
太
町
観
光
協
会
が
観

光
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
事
業
発
展
手
段

の
一
つ
と
し
て
「
観
光
狩
太
小

唄
」
の
作
成
を
企
画
し
ま
し
た
。

「
観
光
狩
太
小
唄
」
の
作
曲

は
、
当
時
歌
謡
曲
の
作
曲
家
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
真
狩
村
出

身
の
八
洲
秀
章
さ
ん
に
依
頼
。

昭
和
28
年
11
月
３
日
の
文
化
の

日
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
名
変
更
に
と
も

な
い
、
曲
名
が
「
ニ
セ
コ
観
光

音
頭
」
と
な
り
、
歌
詞
の
５
節

目
が
『
ホ
ン
ニ
狩
太
　
ホ
ン
ニ

狩
太
』
か
ら
、
現
在
盆
踊
り
で
流

れ
る
『
ホ
ン
ニ
ニ
セ
コ
は
　
ホ

ン
ニ
ニ
セ
コ
は
』
へ
改
め
ら
れ

ま
し
た
。

観
光
事
業
発
展
を
目
指
し
て

作
ら
れ
た
歌
詞
の
中
に
は
、
雄

大
な
ニ
セ
コ
の
山
々
や
尻
別
川
、

ニ
セ
コ
観
光
の
柱
の
ス
キ
ー
や

温
泉
の
ほ
か
、
豊
か
な
農
産
物
、

美
し
い
紅
葉
・
花
、
有
島
農
場

な
ど
、
こ
の
町
の
目
玉
が
多
岐

に
わ
た
っ
て
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
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﹃
ニ
セ
コ
観
光
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町
の
夏
に
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欠
か
せ
な
い

「
ニ
セ
コ
観
光
音
頭
」

♪

町
の
歌
は
こ
ち
ら
で
聞
け
ま
す

「
ニ
セ
コ
町
の
う
た
」
は
、
町

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
試
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
あ
そ
ぶ
っ
く
で
は
「
ニ

セ
コ
町
の
う
た
」「
ニ
セ
コ
観
光
音

頭
」「
ニ
セ
コ
ス
キ
ー
小
唄
」
を
試

聴
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
試
聴

を
希
望
す
る
人
は
、
あ
そ
ぶ
っ
く

の
貸
し
出
し
カ
ウ
ン
タ
ー
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
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狩
太
村
歌

昭
和
８
年
制
定
の「
狩
太
村
是ぜ

」

（
現
在
の
町
民
憲
章
）
に
、「
村
歌

を
制
定
し
各
種
会
合
で
合
唱
す
る

こ
と
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
村
は
す
ぐ
に
村
歌
作
成
に

着
手
。
翌
年
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
初
期
に
作
ら
れ
た
歌
の
中

に
は
、
す
で
に
現
在
の
ま
ち
づ
く

り
の
柱
『
自
治
』『
共
同
』
の
精
神

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

狩
太
新
小
唄

真
狩
村
の
作
曲
家
八
洲
秀
章
さ

ん
に
曲
を
依
頼
し
た
と
い
う
記
録

が
あ
り
ま
す
が
、
曲
が
完
成
し
た

か
は
不
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。

狩
太
賛
歌
（
狩
太
町
盆
踊
り
の
歌
）

昭
和
27
年
の
新
聞
に
、
町
の
社

会
教
育
委
員
会
が
駅
前
広
場
で
開

催
す
る
盆
踊
り
の
た
め
に
作
成
し

た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

狩
太
小
唄
・
ニ
セ
コ
ス
キ
ー
小
唄

作
成
時
期
は
不
明
で
す
が
、
町

史
に
は
「
歌
詞
に
盛
り
込
ま
れ
た

様
子
か
ら
、
戦
後
復
興
時
の
作
品

と
思
わ
れ
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
町
の
名
所
や
名
産
品
と
と
も

に
、
多
く
の
観
光
客
の
訪
れ
を
願

う
気
持
ち
が
表
れ
て
い
ま
す
。

特
　
集

3月号 ３

「希望」「魅力」「願い」「名所」「情景」「町の理想像」

さまざまな町の姿を映す
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﹃
狩
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新
小
唄
﹄
作
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房
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明
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の
狩
太
　
ど
こ
か
ら
明
け
る
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は

ぶ
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の
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か
ら
　
夜
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け
る

︵
ほ
ん
に
狩
太
　
ほ
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に
狩
太
　
よ
い
と
こ
ろ
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紅
葉
谷
ゆ
き
や
　
ホ
テ
ル
が
招
く

一
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泊
り
も
　
つ
い
誘
わ
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て

あ
す
は
ニ
セ
コ
の
　
湯
の
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む
り
︵
同
じ
︶

い
と
し
恋
し
が
　
イ
ワ
オ
に
咲
い
て

花
は
七
い
ろ
　
白
樺
月
夜

ニ
セ
コ
う
れ
し
い
　
山
の
家
︵
同
じ
︶

君
と
二
人
で
　
牧
場
を
こ
え
て

ゆ
け
ば
な
つ
か
し
　
有
島
農
場

五
百
町
歩
は
　
こ
が
ね
波
︵
同
じ
︶

雪
は
処
女
雪
　
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
天
地

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
か
　
ニ
セ
コ
の
山
か

銀
の
ス
ロ
ー
プ
　
ど
こ
ま
で
も
︵
同
じ
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別
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花
咲
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︵
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︶
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花
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山
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家
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じ
︶

君
と
二
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牧
場
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こ
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「ニセコ町のうた」は
ぜひみなさんに覚えてほしい歌

ニセココールブーケ指揮者

久保　達男さん

「ニセコ町のうた」は、ニセココールブーケの合

唱曲として平成16年の文化まつりから発表していま

す。この町の歌だからこそ町のみなさんに聞いてほし

いとの思いから、合唱団結成当初から自然に発表曲の

一つとなりました。昨年には、多くの人に歌を覚えて

もらおうと会場で歌詞カードも配っています。

詩やメロディーがわかりやすく、とてもいい曲です

ので、みなさんにもぜひ歌ってほしい歌です。

平成20年10月。当時2年生の児童たちが町を題材

にした劇の最後に「ニセコ町のうた」を披露しました。

歌の存在を知った担任の先生が「町の歌ならぜひ子ど

もたちに」と考えたことがきっかけでした。初めて歌

を聞いたという児童たちでしたが、すぐに覚えたそう

です。本番当日は子どもたち以上に、聞いていた大人

に好評だったとのこと。町の歌は、世代を超えて共有

できる大切な財産の一つです。

ニセコ小学校では学芸会で
「ニセコ町のうた」を披露

「ニセコ町のうた」を歌い継ぐ人々「ニセコ町のうた」を歌い継ぐ人々「ニセコ町のうた」を歌い継ぐ人々「ニセコ町のうた」を歌い継ぐ人々「ニセコ町のうた」を歌い継ぐ人々「ニセコ町のうた」を歌い継ぐ人々「ニセコ町のうた」を歌い継ぐ人々「ニセコ町のうた」を歌い継ぐ人々「ニセコ町のうた」を歌い継ぐ人々「ニセコ町のうた」を歌い継ぐ人々「ニセコ町のうた」を歌い継ぐ人々「ニセコ町のうた」を歌い継ぐ人々「ニセコ町のうた」を歌い継ぐ人々「ニセコ町のうた」を歌い継ぐ人々「ニセコ町のうた」を歌い継ぐ人々「ニセコ町のうた」を歌い継ぐ人々「ニセコ町のうた」を歌い継ぐ人々
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登下校や通院などに、より多くのみなさんが効率よくふれあいシャトルを利用できるように、4月1日から運行

経路の一部を変更します。

変更のある路線は、循環線では、曽我東山有島線、元町近藤線、

宮田里見線、西富福井線です。

なお、早朝便だけの変更もあります。早朝便で変更のある路線は、

曽我東山有島線、川北線、西富福井線１です。

詳しくは下の図面をご覧ください。

■問合せ／ニセコバス　☎44-2001



【循環線】曽我東山有島線 【循環線】元町近藤線　
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この先の路線は循環 
線（上の左の図）と 
同じです 

この先の路線は循環 
線（上の右の図）と 
同じです 
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4月から「ふれあいシャトル」
の運行経路が変わります
※4月1日からの新しい時刻表は、3月末に新聞折り込みでお届けします（役場でも配布します）。



3月号 ７

このほど、「ジュンコ＆チープコンサート」が町民

センターで開催されました。道内180市町村での公演

開催を目指して、昨年夕張市からスタートしたこのコ

ンサートは、ニセコ町公演で37カ所目。このコンサ

ートに出演したジュンコさんは、平成18年に町内で

開催した音楽コンテストでの優勝をきっかけにプロの

世界に進んだ人です。

会場に詰めかけた約200人の観客の中には、過去の

公演を聞いてファンになり遠方から駆けつけたという

人もいました。コンサート終了後には、アンコールの

声が会場全体から出るほど、歌の楽しさや魅力を聴衆

に感じさせる素晴らしいコンサートでした。

心に響く歌声と聴衆の
感動溢れるコンサート

町内の小学生とニセコ中学校の

1・2年生がスキーのタイムを競い合

う全町児童生徒スキー大会が、字東

山のニセコビレッジスキーリゾート

で開催されました。

今回で56回目をむかえる今年のス

キー大会に参加したのは、小学生

235人、中学生78人。

当日の天候は、日差しが強すぎず

風もない絶好のコンディションの中、

選手のみなさんはベストタイムを目

指して勢いよく滑走していきました。

中には途中で転倒したり、ゲートを

間違えたりしてしまう選手もいまし

たが、みなさんは最後まで一生懸命

の滑りを見せてくれました。

長年交通事故防止活動に取り組んで

きた字中央通の阿部二三男さんに、こ

のほど北海道社会貢献賞が贈られまし

た。阿部さんは、昭和44年に交通安

全協会の会員となってから40年間、

街頭啓発などの活動の中心的役割を担

い、町の交通安全を見守ってこられま

した。またこの間、協会の支部長など

の役職も歴任してきました。

さっそうと滑る選手達
全町児童生徒スキー大会

長年の功績をたたえ

号令とともにスタートを切った松原一輝
い つ き

君。友達か
らの大きな声援を受けて勢いよく滑り降りていきま
した

開会式ではニセコ小学校6

年生の合田怜生
れ お

君が「ニ

セコの自然の中で精一杯

頑張ります」と選手宣誓

をしました

…2月10日

…………………1月24日

都合により札幌市での授賞式を欠席された阿部さんには、9
日に町の担当職員から表彰状などが手渡されました

力強い歌声を披露したジュンコ
さん（上）と味のある歌声のチ
ープ広石さん（左）。会場全体に
響き渡る歌に会場のみなさんは
すっかり聴き入っていました

コンサートの最後には、ボランティアスタッフとして運営を手伝った町民のみなさん
が『みちくさ合唱団』としてステージに上がり一緒に合唱しました

さあ　みなさんご一緒に！

がんばれー

ま
ち
の
話
題

自
分
の
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ス
ト
を

尽
く
し
ま
す
！

み
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ん
こ
れ
か

ら
も
安
全
運
転
を

お
ね
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い
し
ま
す
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町内に住む高齢者住宅の除雪ボラ
ンティアが、さまざまな団体の協力
で開催されました。2月2・3日は、
ニセコ町建設業協会に加盟する10
社が除雪ボランティアを実施し、町
内30戸の高齢者の屋根の雪下ろし
や家の周りの排雪をしました。
大雪の日と暖かい日が交互に訪れ

たため、今年の雪は重たく締まり、
屋根まで届くほどの雪が積もった所
もありました。しかし参加したみな
さんは、重機などを導入して手際よ
く雪を取り除いていました。
また6日には、高齢者事業団のみ

なさんと町職員合同の除雪ボランテ
ィアが行われました。地域の困りご
とに対して地域のみなさんで解決に
向けて行動する取り組みが、これか
らは重要となります。

高齢者の雪の悩みをみんなで解決！
除雪ボランティア

このほどあそぶっくで中国語を学

ぶ講座が開かれました。講師を務め

たのはあそぶっく事務局長の矢島誠

さん。講座には13人のみなさんが

参加し、漢詩を題材に文法や訳、発

音などを学びました。楽しく中国語

に触れた講座は、参加者から次の開

催を求められるほど好評でした。

楽しく学ぼう中国語
あそぶっく中国語講座

町内の小学校で、この春入学する

予定の子どもたちに、小学校の楽し

さや雰囲気を知ってもらう新1年生1

日体験入学が行われました。

ニセコ小学校の体験入学には38人

の子どもたちが参加。みなさんは、

先生役の現1年生のお兄さんお姉さん

のサポートを受けながら風車作りに

挑戦しました。

また、5人の新1年生が参加した近

藤小学校では、各学年の授業を見学

したあと、現1年生と一緒に図工の授

業を体験しました。体験入学の最後

は、保護者のみなさんと一緒に初め

ての学校給食を堪能しました。

春がとっても待ち遠しい！
小学校って楽しいね

不可能といわれた完全無農薬・無

肥料のりんご生産を実現した青森県

のりんご農家、木村秋則さんの講演

会が町民センターで開催されました。

木村さんは、農薬や化学肥料を使

用する農業への疑問から農薬などを

使わないりんごの生産に挑戦。一時

は、出荷できるような実が一つもな

らない年が出るなど厳しい時期もあ

信念を実らせた奇跡の
りんごの物語

……2月8日…2月23日

…………1月16日
りました。しかし、木村さんは周り

からの厳しい目の中、畑や野山を注

意深く観察し、10年もの間努力と試

行錯誤を積み重ねた結果、ついに念

願のりんごを完成させました。

講演会ではスライドを見せながら、

木村さんがこれまで実践してきた研

究の成果などを解説。会場には農業

経営者なども含め約400人が集ま

り、木村さんの経験を参考にしよう

と真剣に耳を傾けていました。

和やかな雰囲気の中、楽しく学ぶみなさん。初めてふ
れる中国語を新鮮に感じている様子でした（左上は講
師の矢島さん）

先生からの質問に元気よく手を上げて返事をする
新1年生のみなさん。小学校生活の心構えは万全の
ようです

講演会後には木村さんを囲んで交流会を開催。「じゅ
うごばぁ」のみなさんが地元産の食材を使った18品
の料理を振舞いました

約400人が集まった会場。町内だけでなく遠くは道外
からの参加者もいました

厳しい冷え込みの中、みなさんは背丈以上に積もっ
た雪の除雪作業に汗を流しました

木村さんは「これまでの常識が間違っていることもあ
ります。不可能という言葉に負けず自然、環境、未来
に優しい農業を目指してほしい」と話しました

近藤小学校の授業体験の様子。みなさんは糸と厚紙を
使って色とりどりの「ぶんぶんごま」を製作しました

中国語は楽しいですよ

ま
ち
の
話
題

大
き
い
返
事
の
で
き
る
人

挑戦をすることが

不可能を可能にする

唯一の手段です

はーい！



1月21～22日に静内農業高校

を会場に開催された南北海道実績

発表大会に、校内予選を通過した

本校代表3班が出場しました。

結果は区分：環境で農業工学班

が優秀賞、区分：文化生活で地域

観光班が優秀賞、区分：クラブ活

動発表でニセコ高校農業クラブが

最優秀賞と、3班とも入賞するこ

とができました。

また、その後、2月4～5日に

旭川農業高校を会場に開催された

全道実績発表大会では入賞には至

りませんでしたが、本校の1年間

の活動を大勢の聴衆に伝えること

ができました。

この大会や活動に向けては町民

のみなさんをはじめ多くの方々に

ご協力・ご指導頂きありがとうご

ざいました。これからも、ニセコ

高校の伝統を受け継ぎ活動を盛り

上げていきたいと思います。

大会を終えて

北海道ニセコ高等学校農業クラブ会長

大道　美月

眼
の
前
の
「
落
日
燃
ゆ
」
の
感
動
に
携
帯
向
け
る
も
雲
間
に
消
え
た
り

郡
司
　
良
子

山
荘
の
ピ
ア
ノ
の
音
に
雪
が
舞
ふ
松
の
枝
に
も
小
鳥
達
に
も

林
　
　
ミ
ヨ

吹
雪
さ
へ
消
し
去
る
ご
と
く
く
れ
な
ゐ
に
篝
火

か
が
り
び

花
の
吾
が
世
と
咲
け
り

工
藤
　
恒
子

降
り
し
き
る
雪
に
木
立
ち
の
遠
く
な
り

斉
藤
う
め
子

孫
の
賀
状
今
年
結
婚
す
る
と
あ
り

中
村
　
清
美

宵
ひ
そ
と
願
い
を
秘
め
て
注
連
飾
る

亀
田
　
禮
子

町
民
み
なさん
の

参
加
ペ
ー
ジ
で
す

お
便
りを
お
待
ちして
ます

農業
クラブ

南北海道大会での集合写真

3月号 ９

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

ourvoice
.........................................................................................................................................

私

の

意

見

み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ご
意
見
や
、
お
便
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
月
は
、
資
源
ご
み
保
管
庫
に
つ
い
て

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
紹
介
し
ま
す

【
質
問
】

資
源
ご
み
保
管
庫
に
ご
み
を
持
っ
て
行
く
と

き
に
使
っ
た
袋
を
再
利
用
し
た
い
の
で
、
保
管

庫
内
に
、
ご
み
の
種
類
ご
と
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
な

ど
の
容
器
を
置
い
て
ほ
し
い
。
今
の
ま
ま
で
は

処
理
業
者
が
回
収
し
た
後
、
袋
か
ら
ご
み
を
出

す
手
間
が
か
か
る
し
、
袋
自
体
が
ま
た
ご
み
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

【
回
答
】

役
場
裏
に
あ
る
資
源
ご
み
保
管
庫
は
、
通
常

の
収
集
日
に
ご
み
を
出
せ
な
か
っ
た
場
合
や
、

家
に
保
管
で
き
な
い
場
合
な
ど
に
、
緊
急
に
利

用
す
る
た
め
の
場
所
で
す
。
資
源
ご
み
も
ほ
か

の
ご
み
と
同
様
、
収
集
日
に
各
地
区
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
て
い
た
だ
く
の
が
基
本
で

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
ご
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
資
源
ご
み

保
管
庫
の
利
用
方
法
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
方

が
利
用
す
る
資
源
ご
み
保
管
庫
で
は
、
大
き
な

容
器
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

収
集
を
お
願
い
し
て
い
る
事
業
者
と
も
相
談
し

ま
し
た
が
、
事
業
者
に
と
っ
て
は
こ
の
方
法
を

取
る
と
機
械
を
導
入
し
な
け
れ
ば
今
ま
で
以
上

に
収
集
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
の
保
管
庫
で
は
機
械
を
入
れ
て
収

集
す
る
こ
と
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き

な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
資
源
ご
み
保
管
庫
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
袋
に
入

れ
て
排
出
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
町
民
生
活
課
環
境
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
阿
部
信
幸

資
源
ご
み
保
管
庫
内
に
ご
み
を
入
れ
る
容
器
を

置
い
て
欲
し
い
の
で
す
が
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お
ひ
さ
ま
で
は
、
幼
い
子
ど
も

た
ち
が
友
達
と
一
緒
に
雪
遊
び
を

楽
し
む
機
会
に
と
、
１
月
か
ら
毎

週
木
曜
日
に
幼
児
セ
ン
タ
ー
の
庭

を
開
放
し
て
雪
だ
る
ま
作
り
や
そ

り
遊
び
を
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
ば
か
り
で
な
く
、
お
母

さ
ん
も
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
園
庭

内
の
大
き
な
坂
で
尻
す
べ
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
寒
さ
に
負
け
ず

に
、
み
ん
な
で
ニ
セ
コ
の
パ
ウ
ダ

ー
ス
ノ
ー
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

子育てTopics

元
気
に

雪
遊
び
を
し
よ
う

今年雪遊びデビューした今井蒼太
そ う た

くん（1歳3カ月）

お母さんに見守られながら、雪の上を歩きます

このコーナーでは毎月子育てに関する
さまざまな活動や情報を紹介します

にこにこ

「かわいい鬼たちの登場」
くま組の子どもたちはしっかりと鬼役を務めてくれました

昨年開催したバザーはみなさん
に大好評でした

幼児
センター
2月3日

豆
を
ぶ
つ
け
て
鬼
に
た
と
え
た

厄
を
は
ら
い
、
福
を
招
く
日
「
節

分
」。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
く
ま
組
が

ふ
ん
す
る
鬼
が
登
場
す
る
と
、「
鬼

は
外
、
福
は
内
」
と
元
気
な
子
ど

も
た
ち
の
声
が
響
き
ま
し
た
。

豆
ま
き
当
日
は
、
当
っ
て
も
痛

く
な
い
新
聞
紙
で
作
っ
た
豆
を
た

く
さ
ん
用
意
し
ま
し
た
が
、
大
勢

の
鬼
に
圧
倒
さ
れ
て
逃
げ
回
る
だ

け
の
子
も
い
ま
し
た
。
春
は
も
う

す
ぐ
で
す
。
今
年
も
健
康
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

おひさま
毎週木曜日

お知らせ

●このページに関する問合せ
ニセコ町幼児センター「きらっと」 担当：浦野または四

し

方
かた

☎（代表）0136-44-2700 0136-44-2725

●幼児センターホームページ
http://www.town.niseko.hokkaido.jp/youji/

FAX

節
分
「
鬼
を

や
っ
つ
け
た
よ
」

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

リサイクルバザーを開催します

昨秋大好評だった無料のリサイクルバザーを今月も

開催します。バザーでは、子供服や育児用品などが不

要になった人が無料で提供して、必要な人が譲り受け

ます。

育児用品の有効活用にぜひご利用ください。

●日時／3月10日㈬ 午前10時～

●問合せ／ホームページをご覧になるか直接お問い合

わせください

お手玉をしませんか

みなさんはお手玉ができますか？　お手玉あそびは

手先を器用にし、集中力や根気を養うといわれていま

す。昔の遊びがお好きなみなさんと一緒に、楽しくお

手玉あそびをしましょう。

●日時／3月15日㈪ 午前10時～

●申込み期限／3月12日㈮

●問合せ・申込み／下記連絡先
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今月開催する、趣味の教室
「レザークラフト（皮細工）」
の作品
写真の作品は、いろいろな
刻印を組み合わせて、フク
ロウの形にしています

だ よ り No.84

趣味の教室
「レザークラフトでペンケースを作ろう」

間もなく春が訪れますが、もうしばらくインドアで楽

しんでみませんか？　今回は、皮細工のペンケースを作

ります（左上写真）。染料は、基本の色が4色ありますの

で、混色して、好みの色を出せます。小さな刻印もいろ

いろ用意しています。軽くて丈夫で、使い込むほどに手

になじむ作品です。

参加を希望する人は、早めに申し込みください。

●日時／3月18日㈭ 午後1時30分～午後4時

●場所／あそぶっくコミュニティールーム

●対象／成人

●定員／10人

●講師／池田ひろみさん

●参加料／1000円（材料代）

●本の展示
3/1～3/25 『ベストリーディング』特集

昨年の1月から12月までの間に、貸

し出し回数の多かった本を集めて展示

します。

●趣味の展示
3/12～3/31 木彫り（和中忠雄さん）

4月から展示する趣味の展示作品を募集しています。

みなさんのご連絡をお待ちしています。

お知らせ

今月の一冊

展　示

●私の家では何も起らない（恩田陸）
●人生に必要な数学50（トニー・クリリー）
●もっと知りたいモネ（安井裕雄）
●ひつじのむくむく（村上桂子）
●政権交代と日本の未来。（池上彰）
●母の愛をつたえる60の言葉（トム・バーンズ）
●元気とキレイの薬膳的暮らし（パン　ウェイ）
●心霊探偵ＳＥＣＲＥＴ　ＦＩＬＥＳ絆（神永学）
●面白いほどよくわかるジャズの名演250（アドリブ）
新着本はこのほかにもたくさんあります。あそぶ
っくでご確認ください。

新着本

〒048-1502
虻田郡ニセコ町字本通105番地
☎0136-43-2155 0136-43-2156
ホームページアドレス　http://www13.ocn.ne.jp/ asobook/

FAX

●開館時間／午前10時～午後6時
●休館日／月曜日 祝日（月曜日と重なったときは、次の火曜日も）

第4金曜日（図書整理日のため） 年末年始

ニセコ町学習交流センター「あそぶっく」

設立から今年で10年目の特別養護老人ホーム

「あすなら苑」の実践内容を掲載。あなたの大切な

人を寝たきりにさせない、最後までその人らしく生

活できる介護の「10の基本ケア」を紹介します。

あなたの大切な人を寝たきりにさせないための介護の基本 協同福祉会編 ㈱クリエイツかもがわ

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

~
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

有島団地
橋口　友和さん♥楠本可奈子さん
1月29日

近藤親交会 原田　武道
たけどう

くん

★1月3日生（夢さん＝まき子さん）

本通6 小貫　心奏
ここな

ちゃん

★1月13日生（直人さん＝しのぶさん）

望羊団地 結城さくら子ちゃん
★1月18日生（智也さん＝弘美さん）

本通10 宍倉　鉄笙
てっしょう

くん

★1月24日生（芳洋さん＝静夏さん）

曽我親交会 倉地　航平
こうへい

くん

★1月27日生（勝之さん＝輝美さん）

9月16日〜10月15日
住民係窓口届出分

検
診
は
、
自
分
の
健
康
状
態
を

知
り
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ

か
け
と
な
り
ま
す
。
１
年
に
１
回

は
検
診
を
受
け
て
、
自
分
自
身
の

体
の
状
態
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

国
で
は
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予

防
に
的
を
絞
っ
た
特
定
健
康
診
査

を
各
医
療
保
険
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
町
で
は
、
40
〜
74
歳
ま
で
の

国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
30
歳
代

と
75
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
を

受
給
し
て
い
る
人
を
対
象
に
特
定

健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
以
外
の

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
〜

74
歳
ま
で
の
人
は
、
原
則
と
し
て

各
医
療
保
険
で
実
施
し
て
い
る
特

定
健
診
を
受
け
て
も
ら
う
よ
う
案

内
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
、

町
が
実
施
し
て
い
る
特
定
健
診
を

受
診
し
た
い
と
い
う
場
合
は
、
職

場
の
健
康
保
険
担
当
部
署
か
ら
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
団
体
へ
「
特

定
健
康
診
査
受
診
券
」
の
発
行
手

続
き
を
し
て
、
受
診
券
を
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

が
ん
は
日
本
人
の
死
亡
原
因
の

第
一
位
で
あ
り
、
亡
く
な
る
人
の

三
人
に
一
人
が
が
ん
で
命
を
落
と

し
て
い
ま
す
。
が
ん
検
診
は
、
が

ん
を
初
期
の
段
階
で
発
見
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

初
期
の
段
階
で
が
ん
を
発
見
す

る
こ
と
に
よ
り
、
治
療
を
早
期
に

開
始
す
る
こ
と
が
で
き
、
が
ん
に

よ
る
死
亡
率
を
減
ら
す
の
に
非
常

に
有
効
で
す
。
し
か
し
、
日
本
国

内
の
が
ん
検
診
受
診
率
は
３
割
に

届
か
な
い
状
況
で
す
。
こ
れ
ま
で

が
ん
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
人
や
前
回
の
受
診
か
ら
期

間
が
あ
い
て
い
る
と
い
う
人
は
、

町
が
実
施
す
る
が
ん
検
診
を
ぜ
ひ

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

子
宮
が
ん
検
診
は
20
歳
か
ら
、

そ
の
ほ
か
の
が
ん
検
診
は
30
歳
か

ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

若
い
う
ち
か
ら
の
受
診
も
お
勧
め

し
ま
す
。

町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に

４
月
以
降
の
検
診
計
画
を
お
知
ら

せ
し
、
年
間
の
申
し
込
み
の
と
り

ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
込

書
は
、
３
月
の
行
政
推
進
員
文
書

で
配
布
す
る
ほ
か
、
保
健
委
員
が

い
る
地
域
は
保
健
委
員
が
配
布
し

ま
す
。
保
健
福
祉
課
窓
口
に
も
申

込
書
を
備
え
て
い
ま
す
の
で
、
受

診
を
希
望
す
る
人
は
３
月
19
日
㈮

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
に
関
す
る
詳
細
は
、

申
込
書
と
一
緒
に
配
布
す
る
書
類

で
確
認
す
る
か
、
保
健
福
祉
課
健

康
づ
く
り
係
へ
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

住民係窓口

受付分

平成22年度検診のご案内

上仙保健師

健康づくり
だより
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

保健福祉課　
健康づくり係
☎0136-
44‐2121

月
生
ま
れ

3

坂口　澄杏
すみあ

ちゃん
（23日）本通団地
（存澄さん＝舞さん）
「元気にスクスク

育ってください」

下田　　青
あお

くん
（3日）東山
（伸一さん＝真樹さん）
「スクスク元気に育ってね」

岩澤　周央
しゅうおう

くん
（5日）本通3
（幸一さん＝麻予さん）
「ガンバレ周央！」

特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

検
診
申
し
込
み
の
ご
案
内

が
ん
検
診
で
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
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を
持
っ
て
、
引
越
し
先
の
市
区

町
村
で
転
入
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
外
に
引
っ
越
す
人

が
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
場
合
、

転
出
と
同
時
に
登
録
が
廃
止
に

な
り
ま
す
。

印
鑑
登
録
の
必
要
な
人
は
、

転
入
の
手
続
き
を
す
ま
せ
た
あ

と
、
改
め
て
印
鑑
登
録
を
し
て

く
だ
さ
い
。

水
道
・
下
水
道

役
場
で
住
所
変
更
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

年
金
・
健
康
保
険
証
・
障
が
い

者
手
帳
な
ど

国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
役
場

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

厚
生
年
金
、
社
会
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
は
、
職
場
に
連

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
、

進
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど
に
よ

り
引
越
し
を
す
る
こ
と
の
多
い

時
期
で
す
。

引
越
し
を
す
る
と
き
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
で
い
る

と
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
お
知
ら

せ
な
ど
の
書
類
が
届
か
な
か
っ

た
り
し
ま
す
。
お
忘
れ
の
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住
所
の
変
更
・
印
鑑
登
録

引
越
し
を
し
た
と
き
は
、
役

場
に
住
所
変
更
の
届
け
出
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

町
外
に
転
出
す
る
と
き
は
、
町

が
発
行
す
る
「
転
出
証
明
書
」

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
障
が

い
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
は

役
場
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

電
気
・
電
話
・
郵
便

各
会
社
に
直
接
連
絡
を
し
て

変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／

住
所
変
更
・
印
鑑
登
録
・
年

金
／
町
民
生
活
課
住
民
係

担
当
＝
川
埜

水
道
・
下
水
道
／

上
下
水
道
維
持
係

担
当
＝
本
間
・
篠
原

健
康
保
険
／

保
健
福
祉
課
保
険
医
療
係

担
当
＝
桜
井
・
中
田

障
が
い
者
手
帳
／

保
健
福
祉
課
福
祉
係

担
当
＝
中
村
・
松
澤

い
ず
れ
も

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

自
治
会
や
ご
近
所
で
ま
と
め

て
出
す
と
、
運
搬
料
を
安
く
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
ご

と
の
排
出
は
い
つ
で
も
申
し
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
収
集
事
業
者
／

・
㈲
塚
越
産
業

字
富
士
見
１
５
０
番
地

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
６
３
０

・
㈲
中
野
産
業

字
ニ
セ
コ
４
４
６
番
地

☎
０
１
３
６
‐
58
‐
２
７
５
５

・
㈲
牧
野
組
　

字
桂
台
20
番
地

☎
０
１
３
６
‐
58
‐
２
４
７
４

■
問
合
せ
／
町
民
生
活
課
環
境

係☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
阿
部
・
石
橋

町
で
は
、
粗
大
ご
み
の
回
収

を
し
て
い
ま
せ
ん
。
処
分
し
た

い
粗
大
ご
み
が
あ
る
と
き
は
、

直
接
収
集
事
業
者
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
処
理
料
金
の
目

安
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
て
い
る
ほ
か
、
町
民
生
活

課
窓
口
に
も
一
覧
表
を
備
え
て

い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
の
指
定
袋
に
入
る

大
き
さ
ま
で
解
体
し
た
粗
大
ご

み
は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対

象
製
品
や
廃
油
、
ド
ラ
ム
缶
、プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
「
粗

大
ご
み
と
し
て
収
集
で
き
な
い

も
の
」
以
外
の
ご
み
に
限
り
、

「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」「
燃
や
す

ご
み
」
と
し
て
排
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

3月号 13

ご
存
知
で
す
か
？

粗
大
ご
み
の
処
分
方
法

く
ら
し
の
情
報

お
知
ら
せ

引
越
し
の
多
い
季
節
で
す

転
居
手
続
き
の
確
認

地
域
ぐ
る
み
の
排
出
を

お
す
す
め
し
ま
す



■
収
集
業
者
／
㈲
塚
越
産
業
　

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
６
３
０

■
問
合
せ
／
町
民
生
活
課
環
境

係☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
阿
部
・
石
橋

４
月
１
日
か
ら
10
月
ま
で
、

総
合
体
育
館
の
利
用
時
間
が
変

更
に
な
り
ま
す
。

■
利
用
時
間
／
午
前
９
時
〜
午

後
10
時

施
設
内
で
の
落
と
し
物
や
忘

れ
物
が
た
く
さ
ん
届
い
て
い
ま

す
。
心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ
／
町
民
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
０
３
４

担
当
＝
淵
野
・
佐
野

あ
そ
ぶ
っ
く
に
は
、
施
設
内

の
忘
れ
物
が
た
く
さ
ん
届
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
忘
れ
物
は
、
貸

し
出
し
カ
ウ
ン
タ
ー
の
横
に
落

し
物
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
落

と
し
た
人
を
探
し
て
い
ま
す
が
、

持
ち
主
の
見
つ
か
ら
な
い
落
し

物
が
多
数
あ
り
ま
す
。

現
在
保
管
し
て
い
る
持
ち
主

不
明
の
落
し
物
は
、
今
月
末
で

処
分
さ
れ
ま
す
の
で
、
一
度
落

し
物
コ
ー
ナ
ー
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
／
あ
そ
ぶ
っ
く

☎
０
１
３
６
‐
43
‐
２
１
５
５

町
で
は
、
平
成
22
年
度
し
尿

収
集
（
く
み
取
り
）
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。

詳
し
く
は
、
今
月
の
行
政
推

進
員
文
書
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
の
で
、
各
自
治
会
で
取
り

ま
と
め
て
、
３
月
12
日
㈮
ま
で

に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
申
し
込
み
を
せ

ず
、
平
成
22
年
度
中
に
く
み
取

り
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、

直
接
収
集
業
者
に
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。

交通事故

盗難事件

ま ち の 事 件 簿
ニセコ町防犯協会

倶知安警察署　☎0136-22‐0110

車両部品盗難
駐車中の車のワイパーが盗まれました。

スキーの盗難
町内スキー場で、スキーとストックが盗
まれる事件が2件発生しました。

車上ねらい
駐車場に止めていた車の窓が割られ、

車内の物が盗まれる事件が発生しました。

スリップした車と接触事故
1月16日、町内の国道で、スリップし

て停止した車に、後ろから来た車が接触
する事故が発生しました。

一時停止をせずに衝突
1月16日、町内の道道を走っていた車

が一時停止をせずに交差点に入り、右か
ら来た車と出会いがしらに衝突しました。

確認不足で衝突事故
1月30日、字東山の私道のＴ字路交差

点で、左右をよく確認せずに道路に出た
車が、横から来た車と衝突しました。

12月19日、字有島の交差点で、左右を
よく確認しないまま道道に出ようとした車
が、右から来た車と衝突しました。

広報ニセコ14

く
ら
し
の
情
報

申
し
込
み
を
お
忘
れ
な
く

し
尿
収
集
申
込
み
の
受
付
開
始

ご
確
認
く
だ
さ
い

総
合
体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

心
当
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

あ
そ
ぶ
っ
く
内
の
忘
れ
物

利
用
時
間
の
変
更

落
と
し
物
・
忘
れ
物

空き室があります
情報　　 平成22年2月20日現在

町営
住宅に

●受付期間／3月1日㈪～3月12日㈮
●入居資格・申込方法／詳しくはお問い合わせください
■住宅情報に関する問合せ／
建設課住宅管理係　☎0136-44-2121 担当＝斉藤・黒瀧

中央団地 3ＬＤＫ 3階建 11,500円～
6号棟 世帯用 平成5年建設 46,400円 1戸 あり

団地名 形式 構　造 家　賃 戸数 駐車場

平成22年度綺羅乃湯入館料減額
認定証の交付が始まります

……………　福祉のメモ　……………

町では、70歳以上の人や重度の身体障がいを持

っている人を対象に、「綺羅乃湯入館料減額認定証」

を発行しています。認定証を受けた人は、入館時に

認定証を受け付けに提示することで通常の入館料よ

り安く利用することができます。

3月23日から平成22年度分の減額認定証を交付

しますので、対象となる人は印鑑を持参して保健福

祉課窓口までお越しください。また、今年中に70

歳を迎える人は、誕生日の2週間前から認定証をお

渡しすることができますので、窓口へ受け取りに来

てください。

■問合せ／保健福祉課福祉係

☎0136‐44‐2121 担当＝中村・松澤
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誰
で
も
ど
こ
で
も
気
軽
に
で

き
る
運
動
を
紹
介
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
で
楽
し
く
体
を
動
か
し

ま
し
ょ
う
。

参
加
す
る
人
は
、
当
日
運
動

靴
と
飲
み
物
を
持
っ
て
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
３
月
６
日
㈯
　
午
後

１
時
30
分
〜

■
場
所
／
総
合
体
育
館

■
内
容
／
講
演
「
と
っ
て
も
か

ん
た
ん
！
　
中
高
年
期
か
ら

の
健
康
・
体
力
づ
く
り
運
動
」

講
師：

北
海
道
健
康
づ
く
り

協
会
原
崎
千
鶴
子
さ
ん

■
参
加
費
／
無
料

■
問
合
せ
／
保
健
福
祉
課
健
康

づ
く
り
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
山
本

教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
の

活
動
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
体
制
づ
く
り
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

学
校
を
支
え
る
地
域
づ
く
り

や
、
地
域
と
と
も
に
子
ど
も
た

ち
を
育
て
る
学
校
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
３
月
８
日
㈪
　
午
後

６
時
30
分
〜

■
場
所
／
公
民
館
講
堂

■
内
容
／
講
演
「
地
域
と
学
校

の
新
し
い
カ
タ
チ
」

講
師：

茨
城
大
学
　
長
谷
川

幸
介
准
教
授

■
問
合
せ
／
町
民
学
習
課
町
民

学
習
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
０
３
４

担
当
＝
淵
野
・
木
村

有
島
地
区
の
通
称
「
宮
山
」

は
、
以
前
こ
の
場
所
に
有
島
武

郎
が
農
場
解
放
を
宣
言
し
た
弥い

や

照て
る

神
社
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

有
島
記
念
館
か
ら
宮
山
ま
で

の
雪
道
を
歩
き
、
春
の
息
吹
と

里
山
の
風
景
を
眺
め
な
が
ら
、

郷
土
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
て

み
ま
せ
ん
か
。

当
日
は
、
温
か
い
甘
酒
を
用

意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
３
月
20
日
㈯

午
前
９
時
30
分
有
島
記
念
館

集
合

※
暖
か
く
歩
き
や
す
い
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い

■
参
加
料
／
無
料

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
有
島
記

念
館

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
３
２
４
５

担
当
＝
尾
崎

４
月
１
日
か
ら
ふ
れ
あ
い
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
時
間
が
、

夏
時
間
運
行
に
変
わ
り
ま
す
。

夏
時
間
運
行
へ
の
移
行
に
よ
り
、

最
終
便
の
時
間
が
代
わ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
ニ
セ
コ
バ
ス

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
０
０
１

こ
れ
ま
で
町
が
受
付
窓
口
と

し
て
実
施
し
て
き
た
町
民
交
通

傷
害
保
険
は
、
今
月
末
で
事
業

が
終
了
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
平
成
22
年
度
の

募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
町
民
生
活
課
町
民

生
活
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
石
橋
・
阿
部

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
一

般
住
宅
も
来
年
６
月
ま
で
に
火

災
警
報
器
を
設
置
し
な
け
れ
ば

い
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

最
近
、
こ
れ
に
便
乗
し
た
悪

質
な
訪
問
販
売
が
後
志
管
内
で

数
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
は
、

消
防
や
電
力
会
社
、
ガ
ス
会
社

な
ど
を
か
た
り
「
火
災
報
知
機

の
点
検
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
い
っ
て
上
り
込
み
、
不
当
に

高
い
金
額
で
警
報
器
を
売
り
つ

け
た
り
点
検
の
す
き
に
現
金
を

盗
ん
だ
り
し
ま
す
。

自
宅
に
点
検
業
者
が
来
た
と

き
は
必
ず
身
分
証
明
書
を
確
認

し
、
安
易
に
家
に
入
れ
ず
に
、

不
審
な
場
合
は
す
ぐ
に
警
察
や

消
防
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
ニ
セ
コ
消
防

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
３
５
４

担
当
＝
中
村
・
大
友

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

健
康
づ
く
り
講
演
会

地
域
と
学
校
の
関
係
を
考
え
る

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
演
会

武
郎
が
見
た
風
景
を
眺
め
よ
う

宮
山
登
山
会
開
催

時
間
の
変
更
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

ふ
れ
あ
い
シ
ャ
ト
ル
運
行
時
間
変
更

来
年
度
の
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん

町
民
交
通
傷
害
保
険
取
扱
中
止

お
知
ら
せ

近
隣
で
も
報
告
が
あ
り
ま
す

火
災
警
報
器
の
悪
質
訪
問
販
売

注
　
意

●工事や委託業務、物品購入などの契約結果をお知らせします。
●1月10日から2月10日までに行われた入札や随意契約は
次のとおりです。
※落札率とは、町が予定していた金額に対し、実際に契約した金額の割合のことです。

契約結果を公表します

交通安全指導車購入

予定価格：2,912,700円 契約金額：2,908,500円

落札率：99.8％

契約相手：有限会社ニセコ日通自動車整備工場

下水道管理センター電気機器点検整備委託業務

予定価格：2,247,000円 契約金額：2,152,500円

落札率：95.7％

契約相手：北海道三菱電機販売株式会社

く
ら
し
の
情
報



広報ニセコ16

１
日
〜
平
成
23
年
３
月
31
日

■
勤
務
場
所
／
学
童
保
育
所

（
ニ
セ
コ
小
学
校
内
）

■
募
集
人
数
／
３
人

■
応
募
資
格
／
健
康
で
学
童
保

育
事
業
に
熱
意
の
あ
る
人

■
応
募
方
法
／
履
歴
書
、
保
健

福
祉
課
に
備
え
付
け
て
い
る

志
願
書
を
提
出

■
時
給
／
７
５
０
円

■
応
募
期
限
／
３
月
15
日
㈪

■
問
合
せ
／
保
健
福
祉
課
福
祉

係☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
中
村
・
松
澤

教
育
委
員
会
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
知
識
や
経
験
を
持
っ
て
い

る
町
民
の
み
な
さ
ん
を
登
録
し
、

要
望
に
あ
わ
せ
て
講
師
と
し
て

紹
介
す
る
「
ニ
セ
コ
町
リ
ー
ダ

ー
バ
ン
ク
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
に
登
録
し
て
く

れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
町
民
学

習
課
町
民
学
習
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
０
３
４

担
当
＝
木
村
・
淵
野

町
で
は
今
後
の
具
体
的
な
観

光
戦
略
を
立
案
す
る
、
戦
略
会

議
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数
／
３
人

■
任
期
／
平
成
22
年
３
月
19
日

〜
平
成
24
年
３
月
31
日

■
応
募
資
格
／
観
光
活
性
化
に

意
欲
の
あ
る
人

■
報
酬
／
無
報
酬

■
応
募
方
法
／
商
工
観
光
課
備

え
付
け
の
申
込
書
を
提
出

■
応
募
期
限
／
３
月
12
日
㈮

■
問
合
せ
／
商
工
観
光
課
商
工

観
光
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
加
藤
・
前
原

放
課
後
の
児
童
を
保
育
す
る

補
助
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
勤
務
内
容
／

・
小
学
１
〜
３
年
生
児
童
へ
の

指
導
（
保
育
）

・
学
童
保
育
運
営
に
関
す
る
事

務
及
び
施
設
内
の
清
掃

■
勤
務
期
間
／
平
成
22
年
４
月

み
な
さ
ん
の
経
験
を
生
か
そ
う

リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録
者
募
集

４
月
か
ら
の
勤
務
で
す

学
童
保
育
所
補
助
指
導
員
募
集

く
ら
し
の
情
報

弁護士　佐々木将司の

くらしのお悩み
法律相談所

新しく引っ越したアパートの郵便受けに、ほしか
った服の割引券が付いた前の住人あてのダイレクト
メールが入っていました。引っ越してきた人はその
割引券を使用できるでしょうか？
答えはＮｏです。間違って配達された物を無断で

使ったり、自分のものにしたりすると『遺失物等横
領罪』という犯罪になります。「配達の人が間違った
のだから私は悪くない」と考えるかもしれませんが、
配達された物は間違いなく自分以外の人の物です。
法律では、正しい受取人の権利を保護するため、こ
うした行為を禁止しています。これは落し物につい
ても同様で、落ちていた1万円札を拾って自分の物
にした場合も『遺失物等横領罪』となります。
この罪には、1年以下の懲役または10万円以下の

罰金・科料という刑罰が決められています。拾った
千円札を懐に入れて10万円の罰金ということもあり
ますので、正直に届け出ましょう。

佐々木弁護士の事務所／岩内ひまわり基金法律事務所
岩内町字万代３-９中央ビル３階
☎0135-61-4777 FAX0135-61-4888

誤って届いた割引券
使ってしまったらどうなるの？

募
　
集

今
後
の
観
光
戦
略
を
考
え
よ
う

観
光
戦
略
会
議
委
員
募
集

■問合せ／町民生活課環境係

☎0136‐44‐2121 担当＝阿部・石橋

資源ごみを分別しましょう
平成20年の容器包装リサイクル法改正により、

リサイクル事業者が市町村から出されるごみの質や

量に応じてお金を支払う仕組みが作られました。

その制度により町では昨年度、財団法人日本容器

包装リサイクル協会に出した資源ごみ「紙製容器包

装とプラスチック製容器包装」の分として72万

8617円の収入がありました。このお金は、町のご

み処理経費の一部に充てられます。

今回ニセコ町から出された資源ごみが70万円以

上のお金となったのは、みなさんがきちんと洗浄・

分別した資源ごみが良質であると認められた結果に

よるものです。

今後ともみなさんのご協力をお願いします。

クリーンステーション

後志支庁は後志総合振興局へ

後志支庁は、4月1日から後志総合振興局に名称が変

わります。今後も市町村と連携し、地域の課題に対し

て、より広域的な視点で地域政策と産業振興に取り組

みます。

■問合せ／後志支庁地域政策課　☎0136-23-1920
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今
回
は
、
北
海
道
立
近
代
美

術
館
特
別
展
「
新
発
見
！
　
エ

ジ
プ
ト
展
」
を
見
学
し
ま
す
。

■
日
時
／
３
月
24
日
㈬

午
前
７
時
20
分
総
合
体
育
館

前
集
合

■
参
加
料
／
観
覧
料
と
し
て
１

１
０
０
円
（
昼
食
代
別
）

■
申
込
期
限
／
３
月
12
日
㈮

■
定
員
／
32
人

■
問
合
せ
／
町
民
学
習
課
町
民

学
習
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
０
３
４

担
当
＝
淵
野
・
木
村

応
募
資
格
な
ど
、
詳
し
い
こ

と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
家
公
務
員
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
種

採
用
区
分
に
よ
り
、
受
験
資

格
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
申
込
用
紙
の
請
求
・
問
合
せ

／
人
事
院
北
海
道
事
務
局
第

二
課
試
験
係

☎
０
１
１
‐
２
４
１
‐
１
２
４
８

税
務
職
員

■
受
験
資
格
／

①
昭
和
56
年
４
月
２
日
〜
平
成

元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
の

生
ま
れ
で
、
大
学
を
卒
業
ま

た
は
見
込
み
の
人
、
同
等
の

資
格
を
有
す
る
人

■
申
込
期
間
／
４
月
１
日
㈭
〜

４
月
14
日
㈬

■
問
合
せ
／
倶
知
安
税
務
署

☎
０
１
３
６
‐
22
‐
１
１
９
２

労
働
基
準
監
督
官

■
受
験
資
格
／

①
昭
和
56
年
４
月
２
日
〜
平
成

元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
の

生
ま
れ
で
、
大
学
を
卒
業
ま

た
は
見
込
み
の
人
、
同
等
の

資
格
を
有
す
る
人

■
申
込
期
間
／
４
月
１
日
㈭
〜

４
月
14
日
㈬

■
問
合
せ
／
小
樽
労
働
基
準
監

督
署
倶
知
安
支
署
第
一
課

☎
０
１
３
６
‐
22
‐
０
２
０
６

■
応
募
資
格
・
日
程
／
次
の
表

の
と
お
り

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
自
衛
隊

倶
知
安
地
域
事
務
所

☎
０
１
３
６
‐
23
‐
３
５
４
０

ま
た
は

募
集
相
談
員
　
山
上
廣
さ
ん

☎
０
１
３
６
‐
58
‐
２
５
７
０

相
談
日
の
２
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
の
う
え
、
年
金
手
帳
な

ど
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
３
月
18
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
／
倶
知
安
町
後
志
労
働

福
祉
セ
ン
タ
ー

■
予
約
・
問
合
せ
／
小
樽
年
金

事
務
所
予
約
申
込
み
電
話

☎
０
１
３
４
‐
65
‐
５
０
０
２

試
験
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

国
家
公
務
員
採
用
試
験

事
前
予
約
が
必
要
で
す

社
会
保
険
事
務
出
張
相
談
所

地
域
を
守
る
大
切
な
仕
事
で
す

予
備
自
衛
官
補
募
集

相
　
談

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い

成
人
学
級
参
加
者
募
集

募
　
集

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

■
予
約
受
付
時
間
／

平
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
相
談
受
付
日
／
毎
週
水
曜
日
　

■
相
談
時
間
／
30
分
程
度

■
場
所
／
岩
内
町
高
台
84
‐
３

■
相
談
料
／
初
回
の
み
無
料

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
し
り
べ

し
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
３
５
‐
62
‐
８
３
７
３

初
回
相
談
料
は
無
料
で
す

し
り
べ
し
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

く
ら
し
の
情
報

《本通団地》　山上　昇　様
（まちづくりに役立ててください）

ニセコ町受付分

心 の 贈 り 物 善意に感謝します

町
長
に
就
任
し
て
、
４
カ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

町
民
の
み
な
さ
ん
や
町
議
会

議
員
各
位
を
は
じ
め
と
し
て
、

多
く
の
方
々
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
各
種
の
事
業
を
進
め

つ
つ
あ
り
ま
す
。

年
末
に
は
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
・
農
業
経
営
緊
急

安
定
・
商
業
等
振
興
対
策
な

ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
の
空
白
地
帯
を
解
消
す

る
た
め
の
予
算
も
国
の
特
例

的
な
支
援
を
受
け
る
目
途
が

つ
き
、
２
月
の
臨
時
議
会
に

予
算
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

地
域
の
熱
意
や
現
状
を
き

ち
ん
と
関
係
機
関
に
訴
え
る

こ
と
に
よ
り
、
町
の
負
担
を

極
力
少
な
く
し
て
各
種
の
事

業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。

片
山
　
健
也

こんにちは

町長です

■募集内容

4月17日㈯

～19日㈪の
いずれか1日

4月9日㈮

予備自衛官補
(一般公募)

予備自衛官補
(技能公募)

種　目 資　　　格 申込期限 試験日

18歳以上34歳未満の人
（平成22年7月1日現在）

18歳以上で衛生、情報処
理、語学、建設などの国家
資格保有者
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＝公民館 ＝幼児センター ＝西富地区町民センター
＝役場 ＝総合体育館 ＝有島記念館
＝運動公園 ＝あそぶっく ＝町民センター

●健康づくり講演会／

：13:30〜

くらしの情報→P15参照

●町議会定例会(予定)

／　：10:00〜【17日

までの予定】

●健康相談／　：

13:30〜16:00

●育児セミナー／　：

10:00〜12:00

●農業推進講習会／

：14:00〜

●学校支援ボランティ

ア講演会／　：18:30

〜

くらしの情報→P15参照

●消防団召集訓練／消

防ニセコ支署：14:00

〜

●三種混合予防接種／

ニセコ医院：13:00〜

●麻しん風しん混合

(第1期)予防接種／ニ

セコ医院：13:30〜

●あそぶっく趣味の教

室「レザークラフト」

／　：13:30〜16:00

あそぶっくだより→P11参照

●蘭越町昆布小学校卒

業式／同校：10:00〜

●近藤小学校卒業式／

同校:10:30〜

●ニセコ小学校卒業式

／同校：9:15〜

●宮山登山会／　：

9:30集合

くらしの情報→P15参照

●ニセコ中学校卒業式

／同校：9:00〜

振替休日春分の日 ●成人学級／　：7:20

集合

くらしの情報→P17参照

●麻しん風しん混合

(第2期)予防接種／ニ

セコ医院：13:00〜

●ＢＣＧ予防接種／ニ

セコ医院：13:30〜

ニセコ小学校春休み

●寿大学学習会・修了

式／　：10:45〜

●こんにちは町長室／

：13:00〜15:00

●小学校5年生二種混

合予防接種／ニセコ医

院：13:00〜13:30

夜間当番医

夜間当番医

夜間当番医

夜間当番医

幼児センターおひさま

休業【4月5日まで】

●麻しん風しん混合

(第3・4期)予防接種／

ニセコ医院：13:00〜

★総合体育館の一般開放は
毎週水曜日、土曜日と日曜日です。
水曜日…午後7時から午後9時
土曜日…午前9時から午後9時
日曜日…午前9時から午後5時
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もやさないごみ収集日（水曜日地区） もやさないごみ収集日（金曜日地区）

もやさないごみ収集日（金曜日地区）

もやさないごみ収集日（水曜日地区）

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

近藤小学校・ニセコ中

学校・ニセコ高校春休

み

●幼児センター卒園式

／　：10:00〜

当番医

当番医

●夜間・休日の急患対応

倶知安厚生病院
☎0136-22-1141
●平日夜間、土・休日対応

蘭越診療所（蘭越）
☎0136-57-5424

くとさん外科胃腸科（倶知安））
☎0136-21-6410

●急患受付
365日24時間対応

●平日夜間受付
午後5時～午後7時

●土曜受付
正午～午後5時

●日曜・祝日受付
午前9時～午後5時

上下水道料金
の納期です

口座引落しは29日（月）
※口座振替をご利用の人は、残高の確認をお願いします

■上下水道料金の問合せ／上下水道課

☎0136-44-2121

3月は



編

集

後

記

町
の
中
心
市
街
地
を
通
る
綺
羅

街
道
。
こ
の
道
路
は
、
昭
和
63
年

の
ニ
セ
コ
大
橋
着
工
を
き
っ
か
け

に
、
歩
行
者
の
安
全
と
堆
雪
場
所

の
確
保
と
あ
わ
せ
て
本
通
地
区
の

活
性
化
を
目
指
し
て
整
備
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

現
在
と
整
備
前
の
写
真
と
見
比

べ
て
み
る
と
、
車
道
幅
は
変
わ
り

ま
せ
ん
が
、
歩
道
が
広
く
確
保
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
当
時
は
珍
し
か
っ
た
電
線

地
中
化
工
事
を
実
施
し
た
こ
と
に

よ
り
、
上
方
の
視
界
も
広
く
開
け

て
す
っ
き
り
と
し
て
い
ま
す
。

14
年
と
い
う
長
い
年
月
を
か
け

て
進
め
ら
れ
た
一
大
事
業
は
、
沿

線
の
み
な
さ
ん
な
ど
が
何
度
も
会

議
を
開
催
し
て
整
備
計
画
を
立
て
、

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
て
完

成
し
た
道
路
は
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
く

川
や
木
、
空
、
雪
の
よ
う
に
活
気

溢
れ
る
明
る
い
町
で
い
よ
う
と
い

う
思
い
か
ら
『
綺
羅
街
道
』
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

綺
羅
街
道
は
、
北
海
道
屋
外
広

告
物
コ
ン
ク
ー
ル
の
北
海
道
知
事

賞
や
北
海
道
み
ち
づ
く
り
１
０
０

選
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
高
い
評
価

を
受
け
て
い
ま
す
。

ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
と
ニ
セ

コ
大
橋
、
Ｊ
Ｒ
ニ
セ
コ
駅
を
結
ぶ

こ
の
街
道
に
は
、
長
い
歳
月
を
費

や
し
た
だ
け
で
な
く
、
当
時
整
備

に
携
わ
っ
た
町
民
の
み
な
さ
ん
の

強
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

年
末
か
ら
２
月
に
か
け
て
の
大
雪
で
は
、

除
雪
が
大
変
で
し
た
。
最
近
は
、
朝
も
早

く
か
ら
明
る
く
な
り
、
冷
え
込
み
も
緩
ん

で
、
大
気
の
な
か
に
春
の
気
配
が
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
が
東
京
に
住
ん
で
い
た
と
き
は
冬
で

も
雪
が
積
も
ら
ず
、
年
中
同
じ
季
節
の
よ

う
で
し
た
が
、
ニ
セ
コ
に
来
て
四
季
が
は

っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

ま
だ
一
面
の
雪
景
色
で
す
が
、
あ
と
ひ

と
月
も
す
る
と
雪
が
と
け
て
ツ
ク
シ
が
生

え
、
ま
た
次
の
月
に
は
桜
が
咲
き
、
さ
ら

に
次
の
月
に
は
ラ
イ
ラ
ッ
ク
が
咲
く
⋯
。

季
節
っ
て
本
当
に
不
思
議
で
す
ね
。（
ま
）

「
ま
ん
丸
頭
の
か
わ
い
い
雪
だ
る
ま
を
つ
く
ろ

う
ね
」

二
人
で
協
力
し
な
が
ら
雪
だ
る
ま
を
作
る
松
野

こ
は
る
ち
ゃ
ん（
左
）と
山
田
ユ
キ
ち
ゃ
ん（
右
）

（
幼
児
セ
ン
タ
ー
雪
遊
び
に
て
）

人の動き（1月末現在）
人口 4,697
（前月比 －5）
男 2,288
（前月比 1）
女 2,409
（前月比 －6）
世帯 2,145
（前月比 －5）

外国人 104
登録者（前月比 －1）
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今
月
の
表
紙

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
現
在
の
町
並
み
と
見
比
べ
る

こ
と
の
で
き
る
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
自
宅
の

近
所
を
撮
影
し
た
写
真
な
ど
で
も
結
構
で
す
。
写
真

を
お
持
ち
の
人
は
、
企
画
課
広
報
広
聴
係
︵
☎
０
１

３
６
‐
44
‐
２
１
２
１
︶
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

に
せ
こ
こ
ん
じ
ゃ
く
も
の
が
た
り

時
代
と
と
も
に
移
り
行
く
ニ
セ
コ
町
の
町
並
み

当
時
の
街
角
を
切
り
取
っ
た
写
真
に
は

﹃
懐
か
し
く
も
目
新
し
い
﹄

そ
ん
な
ニ
セ
コ
町
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す

綺羅街道（字本通）
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